
子どもたちとつくる音楽会

各
学
校
、
渋
川
市
・
吉
岡
町
・
榛
東
村
教
育
委
員
会
、
渋
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
関
係
者
で
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
「
地
元
の

は
、
ホ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
広
報
ブ
ー
ス
及
び
災
害
派
遣
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

導
で
と
て
も
分
か
り
や
す
く
楽
し
く
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」「
い
つ
も
の
部
活
と
違
っ
て
、
大
人
数
で
演
奏
す
る
こ
と
で
、

対
応
や
特
等
席
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル
観
賞
で
次
第
に
笑
顔
に
な
り
、
本
番
に
向
け
気
持
ち
を
高
揚
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
前
橋
募
集
案
内
所

昨
年
度
、「
子
ど
も
た
ち
と
つ
く
る
音
楽
会
」
が
、
大
盛
況
の
中
で
開
催
さ
れ
、
各
方
面
か
ら
開
催
を
望
む
声
を
い
た
だ
い
た
た
め
、

練
習
会
で
は
、
全
体
練
習
を
行
い
当
日
の
配
置
、
流
れ
等
の
演
奏
イ
メ
ー
ジ
を
掴
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
練
習
後
は
、「
具
体
的
な
指

尉　

富
田　

淳
子
）
に
よ
る
パ
ー
ト
別
演
奏
指
導
が
ス
タ
ー
ト
し
、　

第
１
回
練
習
会
で
は
呼
吸
法
・
譜
読
み
練
習
方
法
な
ど
基
礎
練

中
学
生
た
ち
に
豊
か
な
体
験
を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

習
や
演
奏
曲
練
習
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
他
校
の
生
徒
と
も
関
わ
る
機
会
が
増
え
、
様
々
な
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
第
２
回

本
番
当
日
は
、
午
前
に
最
終
調
整
を
行
い
、
生
徒
達
は
、
大
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
に
緊
張
な
面
持
ち
で
し
た
が
、
音
楽
隊
の
気
さ
く
な

者
か
ら
、「
楽
し
そ
う
に
ス
テ
ー
ジ
上
で
演
奏
し
て
い
る
子
供
達
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。」「
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
ミ
ッ
キ

い
う
こ
と
が
分
か
り
や
す
く
演
奏
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
学
び
の
場
に
な
り
良
か
っ
た
で
す
。」「
来
年
も
開
催
し
て
も
ら
い
た
い
。」

ー
で
ダ
ン
ス
を
隊
員
と
踊
っ
た
り
、
司
会
進
行
を
他
の
学
校
の
生
徒
と
行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
中
学
生
と
一
緒
に
つ
く
る
音
楽
会
と

て
い
き
ま
す
。

市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
２
回　

子
ど
も
た
ち
と
つ
く
る
音
楽
会
」
を
支
援
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
前
橋
募
集
案
内
所
（
所
長　

２
等
陸
尉　

土
屋　

章
）
は
、
令
和
７
年
２
月
11

第１２音楽隊との大合同演奏
～総勢１５０名による大演奏会～

日
（
火
・
祝
）
に
渋
川

昨
年
の
12
月
か
ら
渋
川
市
・
吉
岡
町
・
榛
東
村
の
中
学
校
吹
奏
楽
部
９
校
約
１
１
０
名
に
対
し
、
第
12
音
楽
隊
（
隊
長　

１
等
陸

演
奏
会
で
は
、
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
第
12
音
楽
隊
の
総
勢
１
５
０
名
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
を
鑑
賞
し
た
保
護
者
及
び
学
校
関
係

吹
奏
楽
の
新
た
な
楽
し
み
を
知
れ
た
。」
な
ど
、
生
徒
達
は
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
ど
多
く
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
橋
募
集
案
内
所
は
、
引
続
き
各
市
町
村
、
各
学
校
等
と
連
携
し
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
更
な
る
広
報
活
動
の
拡
充
に
努
め


